
この辞典の約束ごと

分綴点

同綴異義語

語の位相

関連語

複合語

語源

類義語の解説

女性形

縮小形

見出し語と同形

類義語

参照語

見出し語

語義

単数2格／複数形

発音

品詞

（➡1.❸）

（➡1.❶） 

（➡8.❾，別表1） 

複数形
（➡10.❷）

（➡3.❹）

（➡9.❶）

（➡3.❸）

専門用語
（➡8.10，別表2）

赤字は基本語，星 2
つは第2次基本語を
表す．
（➡1.❻）

赤字は重要訳語．
（➡5.❷）

（➡10.❶）

国際音声字母（IPA）
とカナによる表記．
（➡2.,発音解説）

語構成
語を構成要素に分け
るときの切れ目．
（➡1.❺）

（➡10.❺）

（➡10.❺）

（➡8.❸）

（➡6.❷）

（➡8.❼）

見出し語に関連する
日常生活上の主な単
語や事項をまとめて
示した．
（➡3.❷）

用例の始まり
（➡8.❶）

対応英語
（➡6.❶）

□男：男性名詞
（➡4.❶）

交換可能
（　）は

（➡8.❻）
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品詞

棒見出し

不規則変化動詞

別見出し

正書法

用例の区分

注解・解説

熟語・慣用句

分離動詞

巻末の
動詞変化表

動詞の活用

格支配のパターン □他：他動詞
〔h〕は完了の助動詞
にhabenを用いるこ
とを示す．
（➡4.❷）

* は

⇨ は

であることを示す． 
（➡1.❼）

になっていることを
示す．
（➡11.10）

のバリエーション．
（➡8.14）

記述の詳しい語につ
いて
ポイントとなる
語義・用法
を枠囲みでまとめて
示した．
（➡3.❶）

（➡8.❷）

♦ 印をつけて，詳しい
語法上の説明を添え
た．
（➡8.❽）

よく使われるものを
まとめて示した．　
（➡8.11）

の前つづりと基礎動
詞との切れ目を示す．
（➡1.❹）

の62番を参照の意．
（➡11.❶）

重要な変化形を挙げ
た．
（➡11.❷）

（➡7.❶）

他動詞，自動詞，再帰
動詞，非人称動詞の
区分を示す．
（➡4.11，11.❽）

見出し語の
変化形
（➡8.❹）

・|  は
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（➡13.❶）

別見出し

* は

⇨ は

になっていることを
示す．
（➡13.❷）

品詞
□形：形容詞
（➡4.❹）

比較変化

品詞

品詞

反義語

旧正書法

語義の分類

□前：前置詞
（➡4.❺）

□接：接続詞
（　）は種別を示す.
（➡4.❾） 

前置詞の格支配
（　）はあとに来る
名詞の格を示す．
（➡ 4.❺）

（➡6.❷）

（➡8.13）

（➡5.❶）

形容詞変化の
名詞
（➡1.❾②）

不規則変化の
形容詞
であるをことを示
す．
（➡1.❽）

省略可能
［　］は

（➡8.❻）



1. 見出し語

訓配列娃アルファベット順に並べ唖小文字を大文字の先に置いた亜ä唖ö唖ü唖ß はそれぞれ a唖o唖u唖ss の後に置いた亜
同一のつづりで語源が異なる語は右肩に番号をつけ唖別見出しとした亜

群正書法娃主に Duden唖Die deutsche Rechtschreibung亜25亜Aufl亜Mannheim 2010亜によった亜
軍分綴娃語を原則として音節に分けるときの切れ目を ･ で示した亜同上書によった亜
郡分離動詞娃前つづりと基礎動詞との切れ目を穀で示した亜
卦語構成娃語を構成要素に分けるときの切れ目を唖原則として1箇所 虻で示した亜
袈基本語娃学習と実用において重要と思われる語を約7100語選び唖赤字で示した亜それらを3段階に分け唖見出
し語の頭に星印をつけた亜欝娃第1次基本語姶約780語逢唖2行見出し唖允娃第2次基本語姶約1500語逢唖芋娃第3
次基本語姶約4830語逢亜

祁不規則変化動詞姶強変化唖混合変化逢娃右肩に芋をつけた亜不規則変化と規則変化の両方があるものには 姶芋逢を
つけた亜

係比較変化で語幹の母音が変音するなど唖不規則変化をする形容詞･副詞娃右肩に芋をつけた亜規則変化と不規
則変化の両方があるものには 姶芋逢をつけた亜

傾語形変化する語娃
義名詞は単数1格唖動詞･助動詞は不定詞唖形容詞･副詞は原級を挙げた亜
蟻形容詞変化の名詞娃弱変化単数1格の形で格変化語尾をイタリック体で示し唖格変化は Alte にまとめて表
を掲げた亜他の形容詞変化の名詞は穴 によって Alte I または Alte II を参照させた亜

誼定冠詞唖不定冠詞唖否定冠詞娃男性単数1格のところに格変化を表にして掲げ唖用法唖用例などもまとめて
記述した亜それ以外の性唖数唖格の変化形の見出し語は穴 によって男性単数1格を参照させた亜
例娃den伽 冠 臼定冠詞渦男性 der の4格･複数 die の3格阿伽 穴der亜

議人称代名詞唖疑問代名詞娃すべての変化形を見出しに掲げ唖語義唖用法などを記述した亜
掬所有代名詞娃男性単数1格のところに用法唖用例などもまとめて記述した亜それ以外の性唖数唖格の変化形の
見出し語は穴 によって男性単数1格を参照させた亜また唖mein唖unser は格変化を表にして掲げた亜

菊指示代名詞唖不定代名詞娃der唖derjenige唖derselbe唖dieser唖jeder唖einer は格変化を表にして掲げ唖用
法唖用例などもまとめて記述した亜それ以外の性唖数唖格の変化形の見出し語は穴 によって男性単数1格を参
照させた亜また唖jener唖all唖manch唖solch唖welch はそれぞれ見出し語として記述し唖変化については dieser を
参照させた亜それ以外の性唖数唖格の変化形の見出し語は穴 によって男性単数1格を参照させた亜

刑数詞の一般的用法唖用例は drei唖dritt のところにまとめて挙げた亜
兄旧正書法による表記も見出しとし唖新正書法による表記を参照させた亜
例娃Fluß 旧 圏Fluss亜

2. 発音

訓見出し語の後に国際音声字母 姶IPA逢による発音を穐 悪に入れて示した亜
群主として Duden唖Das Aussprachewörterbuch亜6亜Aufl亜Mannheim 2005亜によった亜
軍基本語唖一部の外国語唖外来語には仮名による発音表記も添えた亜
＊発音の詳細唖IPA表記唖仮名発音表記などについては1767ページ以下の易発音解説椅参照亜

3. 枠囲み, 関連項目, 参考, 複合語

訓語義が多岐にわたる語には唖本文の前に ここがポイント の枠を設けて唖主な語義唖用法をまとめ唖全体的な把握と検
索の便宜を図った亜

群本文の後に� で唖見出し語に関連する日常生活上の主な単語や事項をまとめて挙げ唖学習の参考とした亜
軍本文の後に 参考 で唖主な類義語をまとめ唖意味唖ニュアンス唖用法などの違いを解説した亜
郡本文の後に 複合 で唖見出し語が基礎語となっている複合語で本辞典の見出し語になっていないものを挙げて唖語
彙の増強を図った亜

＊枠囲み唖関連項目唖参考欄を設けた語の一覧は易枠囲みした記述椅参照亜

4. 品詞

訓名詞は性の表示によって示した亜男娃男性名詞唖女娃女性名詞唖中娃中性名詞唖複娃複数名詞亜性に動揺のある
場合は 男梓中 などで示した亜

群動詞は 自娃自動詞唖他娃他動詞唖再帰娃再帰動詞唖非人称娃非人称動詞の区別によって示した亜
すべての動詞について完了の助動詞が haben か sein かを 為h畏唖為s畏で示し唖両方が用いられる場合は 為h唖s畏とし
た亜

4 3すべての再帰動詞に 臼sich4
〙渦唖臼sich3

〙渦をつけて再帰代名詞の格を示した亜
軍助動詞は 助動 と表示亜その後に 臼話法渦唖臼未来･推量渦唖臼完了渦唖臼受動渦の種別を示した亜
郡形容詞は 形唖副詞は 副 と表示亜
卦前置詞は 前 と表示亜その後に 臼3格と渦のように唖前置詞の格支配を示した亜
袈冠詞は 冠 と表示亜その後に 臼定冠詞渦唖臼不定渦唖臼否定渦の種別を示した亜
祁代名詞は 代 と表示亜その後に 臼人称渦唖臼所有渦唖臼指示渦唖臼疑問渦唖臼関係渦唖臼再帰渦唖臼相互渦唖臼不定渦の種
別を示した亜
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係数詞は 数 と表示亜その後に 臼基数渦唖臼序数渦唖臼分数渦唖臼不定渦の種別を示した亜
傾接続詞は 接 と表示亜その後に 臼並列渦唖臼従属娃定動詞は後置渦の種別を示した亜
刑間投詞は 間 と表示亜
兄同一の見出し語の中で唖他動詞と自動詞唖副詞と前置詞などの区別がある場合は唖因稲姶棒見出し逢によって示し
た亜

5. 語義

訓語義の分類娃I唖II唖III伽唖訓唖群唖軍伽唖姶a逢唖姶b逢唖姶c逢伽唖i逢唖ii逢唖iii逢伽 の順序亜
群基本語は重要な訳語をゴシック体の赤字で示した亜
軍並列した訳語は 唖で区切り唖それら訳語群に多少の意味の差があるときは 阿で区切った亜

6. 対応英語, 類義語, 反義語

訓 英 として唖見出し語や語義の理解に役立つと考えられる場合唖対応する英語を 姶 逢に入れて挙げた亜
群堅 によって類義語唖捲 によって反義語を挙げた亜

7. 格支配のパターン

訓動詞唖前置詞唖形容詞などが目的語をとる場合唖そのパターンをイタリック体で次の符号によって 臼 渦に入れて
示した亜

4 4例娃se挨hen 伽 他 為h畏訓臼et4〙愛j4〙渦姶垣嚇愛柿嚇が逢見える伽

1 2 3 4j1〙唖柿蛎娃人の1格唖j2〙唖柿鈎娃人の2格唖j3〙唖柿劃娃人の3格唖j4〙唖柿嚇娃人の4格
1 2 3 4et1〙唖垣蛎娃事物の1格唖et2〙唖垣鈎娃事物の2格唖et3〙唖垣劃娃事物の3格唖et4〙唖垣嚇娃事物の4格

これらの人や事物が特定のものに限定される場合は旭 葦を用いて唖例えば柿嚇旭女性葦唖垣嚇旭約束ごと葦などと記し
た亜

3 4群 sich3
〙唖sich4

〙唖再帰的意味の所有代名詞 sein はイタリック体で示した亜

8. 用例

訓引茨で用例の始まりを示した亜
群用例が多い場合は姻 を用い唖見出し語が密接に結びつく語句やパターンによって唖姻臼前置詞と渦唖姻臼場所を

4 4示す語句と渦唖姻臼現在分詞の形で渦唖姻臼j4〙愛et4〙+不定詞旭句葦と渦などと区分した亜また唖例えば前置詞と結び
つく用例が多ければ前置詞のアルファベット順に並べて唖前置詞をボールド体にした亜

軍用例中に そのままの形で用いる見出し語は〜 で示した亜ただし唖次の場合はイタリック体で全書した亜
義見出し語のつづり字が1文字ないし2文字唖あるいは略語
蟻文頭で
誼大文字唖小文字のどちらでもよい亜両形を並記
議 1･3人称複数の定動詞
掬名詞の複数形が単数形と同じ

郡用例中に現れる見出し語の変化形はイタリック体で全書した亜また現在分詞唖分離動詞の zu不定詞の zu以
外の部分を全書した亜

卦用例中の見出し語の名詞唖形容詞などの格語尾はイタリック体で〜es唖〜er唖〜em などと示した亜
袈訳語唖訳文や用例中の姶 逢は直前の字句との交換可能を唖旭 葦は省略可能を唖愛は前文との言い換え可能を
表す亜

祁訳語唖訳文や用例中で適宜圏 によって参照語や説明箇所を参照させた亜
係訳語唖訳文の直前唖直後に適宜 臼 渦によって語法上唖文法上の唖また姶 逢によって言語習慣上の注解ないし
解説を添えた亜注解唖解説が長くなるときは ◆ を付けて当該記述の末尾に添えた亜

傾語彙唖語義唖用例が独自の位相を持っていたり唖特定の地域に限定された場合は唖訳語唖訳文の前に臼 渦に
よって 臼話渦唖臼軽蔑的に渦唖また唖臼スイス渦唖臼北部渦などと表示した亜xi ページ唖別表1姶語の位相逢参照亜

刑専門用語は鰻 姥によって鰻カトリック姥唖鰻鉄道姥のように表示したが唖鰻史姥唖鰻化姥のように略した場合もある亜
xi ページ唖別表2姶専門用語逢参照亜

兄使用頻度の高い熟語や慣用句などはボールドイタリック体で本文の最後にまとめて意味唖用法を記した亜
ただし唖語義記述の多い場合は語義区分ごとに記述した亜

啓諺や慣用句などはその表現の由来を記していっそうの理解をはかった亜
例娃weiße Mäuse sehen 臼話渦 i逢幻覚に襲われる阿ひどく酔っている姶白いネズミは存在しないと思われていたこ
とから逢亜

圭用例中に適宜 旧 によって旧正書法の表記を記した亜
珪 つづり によって唖分かち書き愛つなぎ書き唖大文字書き愛小文字書きなどのバリエーションを示した亜

9. 語源

訓本文の最後に尉 惟に入れて適宜唖語源唖また見出し語と派生関係にある語を挙げた亜
群見出し語が外来語の場合唖原語名を記した亜複数の言語を経てドイツ語に入ったものは原則として最後の言語
名を記した亜
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10. 名詞

訓性の表示の後に愛を用いて唖その前と後にそれぞれ単数2格と複数1格の形を唖見出し語の部分を綾で示して挙
げた亜

群複数形で語幹の母音が変音するなど唖見出し語とは語形がかなり異なるものはそれらを全書した亜基本語および一
部の一般語についてはそれらを別に見出し語として立てた亜それが複合名詞の複数形の場合は唖規定語の部分を
ハイフンで示して基礎語の部分のみを挙げた亜

軍複数形がないか用いられないものは愛の右を空欄とした亜
例娃Obst 伽 中 綾旭e葦s愛 姶英 fruit逢臼集合的に渦果物唖果実亜

郡固有名詞唖一部の略語唖特定の成句でしか用いないものは単数2格と複数1格の形を挙げていない亜
卦語義の前に姶 逢によって唖女唖小 としてその女性形唖縮小形を挙げた亜それらの女性形唖縮小形は重要なものを
別に見出し語として立て唖姶 逢の中に＜ によって元の形を挙げた亜
例娃Ärz挨tin 伽 女 綾愛綾nen 姶＜Arzt逢女医亜

袈 Name唖Herz など唖特殊な変化をするものは唖為 畏によってそれらの変化形をすべて挙げた亜
例娃Na挨me 伽 男 為単 2格娃Namens阿3格娃Namen阿4格娃Namen阿複 Namen畏

祁常に定冠詞を伴うものは唖その定冠詞を見出し語の前に付けた亜
例娃der Rhein 伽 男 姶英 the Rhine逢厩地名浦ライン川亜

11. 動詞

訓発音表示の後に為 畏によって活用を示した亜為穴変化 畏の中の数字は巻末の付録易動詞変化表椅姶1899-
1916ページ逢の番号である亜

群不規則変化動詞姶強変化唖混合変化逢は単一語および基本語の非分離動詞では為 畏によって唖単数2･3人
称現在唖過去唖過去分詞唖接続法 II唖命令法の順に形を挙げ唖発音を添えた亜ただし唖現在唖命令法唖接続法
II は幹母音が変わるもののみを挙げた亜分離動詞は基本語の過去唖過去分詞の形のみを挙げた亜

軍不規則動詞姶非分離動詞を含む逢の幹母音が変わる単数2･3人称現在唖過去唖過去分詞唖幹母音が変わる命
令法唖幹母音が変わる接続法 II の形は別に見出し語として立て唖＜ によって不定詞を挙げた亜ただし唖分離動
詞は過去分詞形のみを見出し語として立てた亜

郡規則変化動詞は第1次基本語の過去唖過去分詞を見出し語として立てた亜
卦 sein唖wissen などの特殊な変化をする動詞の変化形はそれぞれ見出し語として立てた亜
袈 haben唖lassen唖sein唖werden唖wissen など最重要の動詞には変化形を表にして掲げた亜
祁規則動詞の中で特に注意を要するものには適宜唖為 畏の中にその過去や過去分詞の形を挙げた亜
例娃ver挨an挨las挨sen 伽 為du veranlasst唖er veranlasst阿veranlasste阿veranlasst阿穴変化8畏

係 ひとつの動詞に他動詞と自動詞など二つ以上の用法があるときは唖逐一改行して因稲自 などとした亜
傾用例の中で唖現在分詞唖過去分詞としての用法を二つ以上まとめて挙げる場合は唖姻臼分詞の形で渦唖姻臼現在
分詞の形で渦唖姻臼過去分詞の形で渦と分けて記述した亜

刑独立の形容詞唖副詞と見られる現在分詞唖過去分詞は別に見出し語として立てた亜そのうち過去分詞は該当す
る動詞の記述の最後に穴 によって見出し語となっている過去分詞を参照させた亜
見出し語とした現在分詞唖過去分詞はそれぞれ為過分畏唖為現分畏と表示し唖＜ によってその不定詞を挙げた亜

兄見出し語とした現在分詞唖過去分詞に形容詞唖副詞としての語義がある場合は唖改行して唖因稲形唖因稲副 と

して記述した亜

12. 助動詞

訓 すべての話法の助動詞にそれぞれの変化形を表にして掲げた亜
群話法の助動詞の変化形は別に見出しを立てて唖＜ によって不定詞を挙げた亜

13. 形容詞, 副詞

訓比較変化で唖語幹の母音が変音するなど唖不規則な語形変化をするものは 形唖副 の後に比較級唖最高級の形を
ボールド体で為 畏に入れて挙げた亜

群不規則な比較変化形は別に見出し語として立て唖＜ によって原級を挙げた亜
例娃äl挨ter 伽 為比較級畏＜alt亜
また唖見出し語に立てた比較変化形に記述がある場合は唖原級の見出し語の記述の最後に穴 によってそれを参

照させた亜
軍基本語で格語尾がついたり唖比較変化のときに語幹末の e が脱落し唖多少語形が変わるものはそれらの変化形を
為 畏に入れて示した亜用例の中ではイタリック体で全書した亜
例娃dun挨kel 伽 形 為dunkler唖dunkelst阿dunkl-畏伽 暗い唖暗闇姶やみ逢の亜引茨in einer dunklen Nacht ある暗い
夜のこと亜

郡一般語で唖最高級が -est となるものは為 畏に入れて唖ボールド体で示した亜
例娃lax 伽 形 為-est畏

14. 略語, 記号

訓原則として発音を示した後に 略唖記号 と表示した亜
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群略語唖記号は訳語のあとに姶 逢に入れて＜ によって元の形を挙げ唖略語に残された文字をボールド体で示した亜
例娃EU 穐eː俺úː悪略 女 綾愛 欧州連合 姶＜die Europäische Union逢亜

軍語義の記述や用例の中で略語唖記号を示す場合は姶 逢に入れて唖略唖記号 としてその形を挙げた亜
例娃zum Beispiel 例えば 姶略 z亜B亜逢亜

◉別表

1. 語の位相

臼古渦 古くなった言葉
臼話渦 話し言葉唖ときに唖下品な言葉亜口語体
臼雅渦 格調の高い上品な言葉亜文語体
臼学渦 学生言葉
臼比渦 たとえ唖比喩的な言い回し
臼官渦 固苦しいお役所言葉
臼戯渦 ユーモラスな言い回し

臼方渦 方言亜ときに唖臼南部渦唖臼オーストリア渦唖臼スイス渦などと地域を示すこともある亜

2. 専門用語姶略記したもののみ逢

鰻医姥医学唖解剖学唖生理学唖歯学
鰻印姥印刷唖製本
鰻映姥映画
鰻織姥織物唖紡績
鰻音姥音楽
鰻化姥化学
鰻海姥海事唖造船
鰻ギ神姥ギリシャ神話
鰻旧聖姥旧約聖書
鰻魚姥魚名唖魚類学
鰻漁姥漁業
鰻教姥教育唖教育学
鰻空姥航空唖宇宙
鰻薬姥薬唖薬学
鰻軍姥軍事唖軍隊用語
鰻経姥経済唖経済学
鰻劇姥演劇
鰻建姥建築
鰻言姥言語学唖文法唖音声学

鰻工姥工学唖機械唖工業
鰻鉱姥鉱山唖鉱物唖鉱業
鰻史姥歴史
鰻社姥社会学
鰻写姥写真
鰻狩姥狩猟
鰻宗姥宗教
鰻商姥商業唖簿記
鰻植姥植物名唖植物学
鰻心姥心理学
鰻神姥神学
鰻新聖姥新約聖書
鰻人類姥人類学
鰻数姥数学
鰻政姥政治
鰻生姥生物唖生物学
鰻聖姥聖書
鰻生化姥生化学
鰻地姥地学

鰻地理姥地理学
鰻哲姥哲学
鰻天姥天文
鰻電姥電気唖電子工学
鰻動姥動物唖動物学
鰻鳥姥鳥名唖鳥類学
鰻農姥農業
鰻美姥美術
鰻服姥服飾唖裁縫
鰻文芸姥文学唖文芸学唖詩学唖修辞学
鰻法姥法律唖法学
鰻虫姥昆虫名唖昆虫学
鰻紋姥紋章
鰻郵姥郵便
鰻理姥物理学
鰻料姥料理
鰻林姥林業
鰻ロ神姥ローマ神話
鰻論姥論理学

旭付記葦聖書の書名の略記については共同訳聖書実行委員会の伊聖書 新共同訳 旧約聖書続編つき位姶日本
聖書協会1987逢の略語に従った亜
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〜 kommen 意識を回復する唖正気に戻る亜Er ist
nicht bei 〜亜彼は正気を失っている亜
複合 Macht挨bewusstsein 権力意識亜 Pflicht挨
bewusstsein 義務観念唖責任感亜 Zeit挨be-
wusstsein 時間意識亜

Be挨wußt虻sein 旧 圏Bewusstsein亜
Be挨wusst挨seins虻spal挨tung 穐bəv́stza

ai
︶

a

nsʃpal

tŋ悪女 ˜愛 姶堅Schizophrenie逢鰻医姥統合失
調症亜

be挨wusst穀wer挨den芋穐bəv́stveːɐ̆d姶ə逢n悪為穴変
3 2化201畏自 為s畏臼sich3

〙 et2〙渦姶垣鈎を逢はっきり自覚
する亜

つづり bewusst werden とも亜

鰯鰯鰯be挨zah挨len
穐bəa

ts
︶

a

áːlən ベツァーレン悪他 為h畏
4姶英 pay逢 訓 姶a逢臼et4〙渦姶垣嚇

の代金を逢支払う亜引茨das Essen 〜 食事代を払う亜
eine Arbeit 〜 仕事の報酬を支払う亜姻臼目的語
なしで渦mit Scheck 姶in愛mit Euro逢〜 小切手姶ユー

4ロ逢で払う亜姶b逢臼j4〙渦姶柿嚇に逢姶賃金·謝礼·報酬など
4を逢支払う亜引茨j4〙 für seine Arbeit 〜 柿嚇に賃金を

支払う亜姻臼過去分詞の形で渦ein hoch 姶gut逢
bezahlter Posten 収入の高い地位亜eine hoch
bezahlte Stellung 高級職亜bezahlter Urlaub 有
給休暇亜 Er läuft 姶isst逢唖als ob er’s bezahlt
bekäme亜臼話渦彼はえらい勢いで姶＜まるで報酬つき

4であるかのように逢走る姶食う逢亜群 臼et4〙渦姶垣嚇旭金額葦
を逢姶代価として逢支払う亜引茨100 Euro 〜 姶代価とし
て逢100ユーロ支払う亜Er hat ihr 100 Euro für die
Bücher bezahlt亜彼はその本の代金として彼女に
100ユーロ支払った亜軍 弁済する唖姶債務·契約額な
どを逢支払う亜引茨die Miete 〜 家賃を支払う亜
Steuern 〜 税金を納める亜seine Schuld mit dem
Leben 〜 自分の罪を死をもってあがなう亜

4sich4
〙 bezahlt machen 引き合う唖割りに合う亜

参考 易支払う椅
bezahlen は易〜の代金姶報酬逢を支払う椅で唖支
払いの対象物品·サービスなどを表す名詞が目的
語の場合に用いる亜例娃das Taxi bezahlen姶タク
シー代を支払う逢亜den Friseur bezahlen姶理髪代
を支払う亜逢zahlen は易金額を払う唖支払いをす
る椅で唖価格や金額を表す名詞が目的語になる亜
例娃hundert Euro dafür zahlen姶その代金に100
ユーロ払う逢亜Herr Ober唖bitte zahlen! 姶ボーイさ
ん唖お勘定をお願いします逢亜しかし両語の使用区
分はあいまいなことが多い亜例娃die Miete bezah-
len 姶zahlen逢姶家賃を払姶支払逢う逢亜

be挨zahlt 穐bəa

ts
︶

a

áːlt ベツァールト悪為過分畏 ＜ bezah-
len亜

be挨zahl挨te 穐bəa

ts
︶

a

áːltə ベツァールテ悪 為過去唖接 II畏
＜bezahlen亜

允Be挨zah挨lung 穐bəa

ts
︶

a

áːlŋ ベツァールんぐ悪女 ˜愛̃ en

臼複数まれ渦訓 支払い阿弁償唖弁済亜引茨nur ge-
gen bare 〜 掛け売りお断り亜群 姶堅Lohn逢給料阿
報酬亜引茨ohne 〜 姶nur gegen 〜逢arbeiten 無報
酬で働く姶無報酬では働かない逢亜

be挨zäh挨men 穐bəa

ts
︶

a

έːmən悪他 為h畏 姶堅beherr-
4schen逢抑制する唖抑え込む亜引茨臼再帰的に渦sich4

〙

〜 姶自分の逢感情を抑える亜
芋be挨zau挨bern 穐bəa

ts
︶

aa

áu
︶

a

bɐn ベツァウバーン悪 為穴変化
10畏他 為h畏魅了姶悩殺逢する阿夢中にさせる阿呪
縛姶じゆ

ばく逢する亜
be挨zau挨bernd 穐bəa

ts
︶

aa

áu
︶

a

bɐnt悪為現分畏＜bezau-
bern亜

因稲形 魅力的な唖チャーミングな亜引茨eine 〜e Frau
チャーミングな女性亜Sie ist 〜亜彼女は魅力的だ亜

Be挨zau挨be挨rung 穐bəa

ts
︶

aa

áu
︶

a

bərŋ悪女 ˜愛̃ en 魅
了唖悩殺阿呪縛姶じゆ

ばく逢亜
芋be挨zeich挨nen 穐bəa

ts
︶

aa

ái
︶

a

çnən ベツァイひネン悪為穴変化
5畏 他 為h畏 訓 姶a逢姶英 mark阿堅markieren逢

4臼et4〙渦姶垣嚇に逢印姶記号·レッテル逢をつける唖姶垣嚇を逢標
示する亜引茨Sitzplätze mit Nummern 〜 座席に番
号をつける亜die Betonung eines Wortes 〜 アクセ

ントの位置に印をつける亜姻 Der Weg ist bezeich-
4net亜その道には道標がある亜姶b逢臼et4〙渦姶垣嚇の逢目印

になっている唖姶垣嚇を逢指示している亜引茨Ein Hügel
bezeichnet die Stelle des Grabes亜こんもり盛り上
がったところがその墓のある所である亜姶c逢姶英 de-

3 4scribe逢姶目印や特徴によって逢説明する亜引茨j3〙 et4〙

〜 柿劃に垣嚇を姶具体的に逢説明する亜einen verlo-
renen Gegenstand 〜 紛失物の特徴を説明する亜

4 4群 姶a逢姶堅benennen逢臼j4〙愛et4〙 als伽渦姶柿嚇愛垣嚇を
4伽と逢呼ぶ唖言う亜引茨j4〙 als Verräter 〜 柿嚇を裏切

4り者と呼ぶ亜et4〙 als einen Fehler 姶als hervorra-
gend逢〜 垣嚇を誤り姶すぐれている逢とする亜姻臼再帰
的に渦Er bezeichnet sich als Künstler亜彼は自称

4芸術家である亜姶b逢臼et4〙渦姶垣嚇を逢表す唖意味する唖
姶垣嚇の逢名称である亜引茨eine Zahl durch Ziffer 〜
数を数字で表記する亜Dieses Wort bezeichnet
zwei Dinge亜この単語には二つの意味がある亜軍

4姶堅charakterisieren逢臼et4〙渦姶垣嚇を逢特徴づける唖
姶垣嚇の逢表れである亜引茨Die Tat bezeichnete sei-
nen Mut亜その行為は彼の勇気のしるしであった亜

芋be挨zeich挨nend 穐bəa

ts
︶

aa

ái
︶

a

çnənt ベツァイひネント悪 為現
分畏＜bezeichnen亜
因稲形 姶英 characteristic唖typical逢特徴的な唖独

4得の亜引茨〜 für j4〙 sein 柿嚇特有のものである亜
Diese Äußerung ist für sie 〜亜こういう言い方はい
かにも彼女らしい亜ein 〜es Merkmal 特徴亜

be挨zeich挨nen挨der虻wei挨se 穐bəa

ts
︶

aa

ái
︶

a

çnəndɐv
a

ái
︶

a

zə悪副 姶人·物事に逢特徴的なことだが亜引茨Be-
zeichnenderweise hat er das ignoriert亜案の定
姶彼らしく逢彼はそれを無視した亜

芋Be挨zeich挨nung 穐bəa

ts
︶

aa

ái
︶

a

çnŋ ベツァイひヌんぐ悪女 ˜愛
˜en 訓 臼単数で渦標識姶記号逢をつけること亜群 名

称唖命名阿標識唖マーク唖記号亜
複合 Amt挨bezeichnung 官職名亜 Herkunfts挨
bezeichnung 生産地表示亜 Qualitäts挨be-
zeichnung 品質表示亜

be挨zei挨gen 穐bəa

ts
︶

aa

ái
︶

a

G姶ə逢n悪他 為h畏臼雅渦姶感情や
3気持ちを逢示す唖表す唖表明する亜引茨j3〙 Achtung 〜

柿劃に尊敬の意を表する亜
4因稲再帰 為h畏臼sich4

〙渦臼雅渦姶態度を逢表明する亜引茨
4sich4

〙 dankbar 〜 感謝の意を表す亜
be挨zeu挨gen 穐bəa

ts
︶

aa

y
︶

a

G姶ə逢n悪他 為h畏証言する唖立
証する亜

Be挨zeu挨gung 穐bəa

ts
︶

aa

y
︶

a

ɡŋ悪女 ˜愛̃ en 証言唖立
証亜

4 2be挨zich挨ti挨gen 穐bəa

ts
︶

a

ɪ́çtɪG姶ə逢n悪他 為h畏臼j4〙 et2〙渦
姶柿嚇に垣鈎の逢罪を着せる亜引茨Er wurde des Mordes
bezichtigt亜彼は殺人犯だとされた亜

be挨zieh虻bar 穐bəa

ts
︶

a

íːbaːr悪形 臼副詞的用法なし渦
姶家などが逢入居できる唖空いている亜

芋be挨zie挨hen芋 穐bəa

ts
︶

a

íːən ベツィーエン悪為bezog 穐bə
a

ts
︶

a

óːk ベツォーク悪阿bezogen 穐bəa

ts
︶

a

óːɡ姶ə逢n ベツォーゲン悪阿
4穴変化209畏他 為h畏訓 臼et4〙渦姶垣嚇に逢覆いをかけ

4 3る阿臼et4〙 mit et3〙渦姶垣嚇に垣劃を逢つける唖張る亜引茨ein
Bett frisch 〜 ベッドのシーツを替える亜eine Geige
mit Saiten 〜 バイオリンに弦を張る亜姻 Das Sofa

224 Bewußtsein
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